
使
用
し

、
生
ご
み
の

減
量
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
く
モ
ニ
タ
ー

　
名
を
対
象
に

、
そ

の
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
を

使

っ
た

、
生
ご
み
堆

肥
づ
く
り
講
習
会
を

開
催
し
ま
し
た

。
ま

た

、
併
せ
て
各
家
庭

に
お
い
て
す
ぐ
に
で
も
生
ご
み
の
減
量
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る

、
ダ
ン
ボ
ー
ル

箱
を
使

っ
た
生
ご
み
堆
肥
づ
く
り
お
よ
び

E
M
菌
を
使

っ
た
生
ご
み
堆
肥
づ
く
り
講

座
も
公
募
し
実
施
し
て
い
ま
す

。

　
講
習
会
・
講
座
は

、
そ
れ
ぞ
れ
の
基
材

を
使
用
し
実
践
し
て
い
る
市
民
グ
ル
ー
プ

の
方
々
を
講
師
に
招
き

、
具
体
的
な
成
功

例
や
失
敗
例
な
ど
を
交
え

、
わ
か
り
や
す

く
説
明
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す

。
特
に

 
 
 
 
 
 
 
　
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
編
で

　
　
　
　
　
　
　
　
は
数
週
間
経
過
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
実
物
も
見
せ
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
だ
き
ま
し
た

。

　
 
 
 
 
 
 
 
　
参
加
し
た
市
民
の

　
　
　
　
　
　
　
　
み
な
さ
ん
か
ら
は

、

　
　
　
　
　
　
　
　
堆
肥
化
す
る
際
の
生

ご
み
の
量
や
設
置
場
所

、
さ
ら
に
は

、
堆

肥
が
で
き
る
ま
で
の
期
間
等
の
質
問
が
あ

り

、
す
ぐ
に
で
も
取
り
組
み
た
い
と
す
る

意
見
が
多
く
あ
り
ま
し
た

。

平成2３年１１月30日
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秋田市ごみ減量キャラクター

エコアちゃん

　
こ
れ
ま
で
も
お
知
ら
せ
し
て
き
て
い
ま

す
が

、
家
庭
ご
み
の
中
身
を
調
査
し
て
み

る
と

、
毎
日
の
食
生
活
か
ら
排
出
さ
れ
る

生
ご
み
が
約
半
分
を
占
め
て
い
ま
す

。

　
市
で
は

、
家
庭
ご
み
の
減
量
に
欠
か
せ

な
い
こ
の
生
ご
み
の
減
量
化
を
推
進
す
る

た
め

、
家
庭
系
生
ご
み
処
理
機
器
を
設
置

す
る
市
民
を
公
募
し

、
処
理
機
器
を
使
用

す
る
こ
と
に
よ
る
家
庭
系
生
ご
み
の
減
量

の
効
果
等
に
つ
い
て
検
証
を
行
う

、

『
秋

田
市
家
庭
系
生
ご
み
減
量
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

事
業

』
を
実
施
し
て
い
ま
す

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
使
用
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
処
理
機
器

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は

、
①
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
外
設
置
型

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

バ
イ
オ
式

秋
田
市
家
庭
系
生
ご
み
減
量

　
　
　
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
事
業

　
家
庭
ご
み
の
減
量
に
欠
か
せ
な
い
こ
と
の
ひ
と
つ

が
生
ご
み
の
減
量
で
す
。

　
市
で
は
現
在
、
公
募
・
抽
選
に
よ
り
生
ご
み
減
量

モ
ニ
タ
ー
に
な
っ
て
い
た
だ
い
た
方
々
に
、
生
ご
み

の
堆
肥
化
に
よ
る
『
生
ご
み
の
減
量
』
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

電
気
生
ご
み
処
理
機

（
処
理
機
内
の
微
生

物
の
働
き
を
利
用
し
て

、
生
ご
み
を
水
と

炭
酸
ガ
ス
に
分
解
す
る
機
械

）
、
②
地
上

設
置
型
生
ご
み
堆
肥
化
容
器

（
コ
ン
ポ
ス

タ
ー
／
庭
に
埋
め
込
み

、
土
中
の
微
生
物

の
働
き
を
利
用
し
て

、
生
ご
み
を
堆
肥
化

す
る
容
器

）
の
２
種
類
で

、
電
気
処
理
機

器
が
５
名

、
コ

ン
ポ
ス
タ
ー
が

　
名
で

、
月
ご

と
の
家
庭
系
生

ご
み
減
量
実
績

報
告
書
を
提
出

し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す

。

☆
裏
面
へ

　
去
る
７
月
３
日
に
は

、
地
上
設
置
型
生

ご
み
堆
肥
化
容
器

（
コ
ン
ポ
ス
タ
ー

）
を

生
ご
み
堆
肥
づ
く
り
講
習
会

25
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数
週
間
の
実
践
後

、
生
ご
み
減
量
の
効

果
等
に
つ
い
て

、
意
見
交
換
会
を
開
催
し

ま
し
た

。

　
参
加
者
の
意
見
内
容
と
し
て
は

、

①
基
材
の
調
達
に
苦
労
し
て
い
る

②
白
い
カ
ビ
の
よ
う
な
物
が
で
き
た
が
大

　
丈
夫
か
？

③
に
お
い
が
大
変

な
ど

、
実
際
に
取
り
組
ん
で
苦
労
し
た
点

や
疑
問
点
な
ど
が
あ
り

、
こ
れ
ら
に
つ
い

て
は

、
講
師
の
方
々
か
ら
一
つ
ひ
と
つ
解

決
方
法
を
聞
き

、
取
り
組
み
に
活
か
し
て

い
き
た
い
と
し
て
い
ま
す

。
ま
た

、
参
加

者
か
ら
は

、

「
他
の
人
の
や
り
方
な
ど
が

わ
か
り
勉
強
に
な

っ
た

」
「
次
の
意
見
交

換
会
は
い
つ
？

」
な
ど

、
前
向
き
に
取
り

組
み
た
い
と
す
る
意
見
も
あ
り
ま
し
た

。

　
さ
ら
に
寄
せ
ら
れ
た
意
見
の
中
に
は

、

①
家
庭
ご
み
の
減
少
を
実
感
し
て
い
る

②
こ
れ
ま
で
家
庭
ご
み
を
週
2
回
排
出
し

　
て
い
た
が

、
週
1
回
に
な

っ
た

な
ど

、
多
く
の
方
々
が
ご
み
の
減
量
に
成

功
し

、
効
果
を
実
感
し
て
い
る
事
例
が
あ

り
ま
し
た

。

　
そ
れ
ぞ
れ
住
居
事
情
な
ど
も
異
な
る
中

で
の
生
ご
み
堆
肥
化
の
取
り
組
み

。
市
民

の
み
な
さ
ん
も

、
モ
ニ
タ
ー
の
方
々
と
一

緒
に

、
自
分
に
合

っ
た
生
ご
み
減
量
を
実

践
し
て

、
ご
み
の
減
量
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

秋田市ごみ減量キャラクター

エコアちゃんファミリー

知ってる!?

ごみ発電のおはなし
平成23年10月の状況

秋田市総合環境センターでは、ごみを燃やした熱で発電を行い、
余剰電力を売却しています。

１０月は、前年同月と比
較して１・２号炉ともに
運転日数が短かったため、
発電量・売却電力量とも
に前年同月より少なめで
した。

実
践
し
た
状
況
は
？

☆　よろしくお願いします！！　☆
担当から
ひと言

発電電力量 1,792 MWh

売却電力量 536 MWh

売却収入 452 万円

売却収入（４月からの累計） 1.13 億円

ごみ発電についてのお問い合わせは
総合環境センターまで
　電話839-4816

　 事業所指導を担当しています。

ごみの減量を進めていくには、家庭系

ごみの減量とともに、事業系ごみの減量

も重要。

市では、一定以上のごみを排出する

小売店舗などは、多量排出事業者として

制度を設け、それ以外は一般事業所とし

て訪問し、具体的にごみの減量方法など

を説明して減量への協力や排出指導を

行っています。

事業系ごみにも減量目標があります

が、徐々に減少傾向にはあるものの、目

標到達にはまだまだ。

　 目標達成に向けガンバリます！

事業所訪問時には、ご理解とご協力を

よろしくお願いします。

昼夜を問わず、曜日を問わず日々要

請があればどこへでも。

　 井戸端会議を担当しています。

スライドなどを駆使して、地球環境や

市のごみの現状、減量のポイントや正しい

分別などを、笑いを交えながらわかりや

すく解説していきます。また、手軽にでき

るふろしきバッグの作り方や、簡単にでき

る紙ひもの結束術、新しいメニューとして

生ごみの堆肥づくりなども行っています。

　 なかなか減らない家庭ごみ。

多くのみなさんとの出会いの数だけ、

家庭ごみも減っていくものと信じていま

す。

どうぞお気軽にお声がけいただければ

幸いです。
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